
研修会名 対象 評価（○成果　●課題）

1 社会体験（職業体験）研修 104名

○ 参加者の８１％（平成１７年度：７９％、平成１６年
度：７７％）が「研修を通して企業（施設）の現場を知
ることが有効である」と答え、参加者の８３％（平成１
７年度８８％、平成１６年度：８５％）が「研修の体験
を活かしたい」と答えている。
○参加者の研修態度について、すべての事業所が「積極
的に参加していた」と答え、研修参加者が前向きに取り
組んでいたことを認めていた。研修態度がよくなかった
という報告はなかった。
●事前指導の徹底と課題の明確化

2 校長研修会
市内小中
学校長
22名

○　実践報告及びグループ協議を中心にした研修を通し
て21世紀プランの具現化を図る方策を共有化することが
できた。
○　中学校ブロック別の協議会で、小中学校における教
育課題の共有化、次年度の小中連携の推進に向けた準備
を図ることができた。
●　各学校の課題解決の方策を検討する場の設定

3 教頭研修会
市内小中
学校教頭
22名

○　市教委が設定した課題に応じた実践報告及びグルー
プ協議を通して21世紀プランの具現化を図る校務運営の
方策を共有化することができた。
○　中学校ブロック別の協議会で、小中学校における教
育課題の共有化を図ることができた。
○　区教頭会の研修テーマと関連させた研修を実施する
ことができた。
●　小中学校別の研修の成果を評価する場の設定

4 教務主任研修会
小１５名
中７名

○　「大変役に立った」が６名、「役に立った」が１３
名であった。また、別添１の「研修のまとめ」を見る
と、「方策評価から、子どもの育ちに視点　を当てた目
標評価への改善の大切さがわかった」「教師と保護者の
評価をできるだけ同じ視点でみることのの大切さがわ
かった」等の記述が見られた。このことから、２学期に
おける教育課程の実施状況を評価し、３学期以降の改善
を図ろうとする意欲を高めることは、おおむねできたと
考える。
●  教務主任として２学期の重点目標を適切に評価・分
析した上で、３学期以降に、働きかける対象、時期、方
法、評価等を明記し、教育課程の改善・充実に努めてい
る学校は依然として少ない。これは、学校の重点目標の
根拠となる実態の分析や方策の具体化が依然として進ん
でいないことが考えられる。
【次年度への改善点】
□　開催時期が９月半ばであり、教務主任が出張しにく
い状況にある。今回の表題であれば８月下旬に行う必要
がある。
□　３年間内容が形骸化しているという指摘がある。改
善点として、以下の方策を考えている。①重点目標の具
現化に向けて、教務主任が研修、教育活動、環境等の場
にどう働　きかけ教育課程の改善・充実に努めているか
という実践発表を設ける。②授業研究に教　務主任がど
うかかわり、教育課程に位置づけているかという協議会
を設ける。③教務主任や一般教諭が必要としている「教
科別めあて作成マニュアル」や「基底カリキュラム」等
の表現物を作成する。
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5 研究発表の日 参加406名

6 学年主任等研修会

○　「研修のまとめ」を分析すると、講話・講義の評価
は、「大変参考になった」が１０．７％、「参考になっ
た」が７９．１％であった。また、協議の内容は、「大
変参考になった」が２５．４％、「参考になった」が７
１．６％であった。このことから、学年等をまとめる者
としての経営参画意識及び指導力の向上を図るという当
初の目的については、おおむね達成できたと考える。
●  「学年経営構想」に見られるように、学年主任とし
て校長の重点目標を受けた具体的な目標と方策を立て、
１学期の目標達成状況の評価を行い、２学期への改善策
を計画している学校は６校程度にとどまり、多くが方策
の実施状況の評価に終始している。これは、学校の重点
目標の具体化が図られていないことも考えられるが、学
年主任等として児童生徒の実態分析を行わずに単に方策
を掲げていることが背景にあると考えられる。
【次年度への改善点】
□　校長研修会にて学年経営案のモデルを提示し、目標
と方策の記載の仕方の一般化を図る。
□　次年度の研修会では、講義と４つの分科会（小学校
低・中・高学年、中学校）における実践発表を行い、組
織マネジメントの考え方の徹底を図る。

7
特別支援教育コーディネーター研
修会

市内小中
学校特別
支援コー
ディネー
ター22名

○　東部・中部・北西部各ブロックからのケース報告を
行うことで特別支援体制の確立や保幼・小・中連携など
コーディネーターとしての校内での役割を自覚するとと
もに、具体的な対応策等の認識を深めることができた。
●　コーディネーターの経験年数の違いから初歩的な研
修への希望と専門的な研修を望む希望が出ている。

8 特殊学級担当者研

○　中学校ブロック単位での協議を行うことで、担当者
として小学校から中学校へ児童生徒の情報をつなぐ必要
性を認識させることができたとともに、授業研究を行う
ことで授業における児童生徒の実態に即した教師の細や
かな支援の充実を認識させることができた。
●　日々の授業づくりにおける内容が薄いことが懸念さ
れる。今後は内容構成一覧表の作成等を演習として取り
入れ、授業研究につなげていくようにする。

9
英語活動・外国語教育担当者研修
会

市内小中
学校特別
支援学級
担当者２
２名

○　第２回に行った公開授業(河東小)においてＨＲＴが
主体となり行う英語活動のあり方を研修することができ
た。「参考になった」以上の感想が１００％であった。
●　ＡＬＴの活用方法には学校間の較差がある。研修会
の中で演習を行っての指導案作成等、より英語活動の授
業づくりについて研修を深める必要がある。
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10 学力向上支援教員研修会 ２５名

○　本研修会の感想は、「大変役に立った」が、２１名
(84%)、「役に立った」が４名(16%)であった。また、
「分けるときの根拠を明確にする大切さがわかった」
「流れ図がわかりやすかった」「算数科の板書の構造化
がわかった」「見通し、めあて、交流、まとめの過程を
意識したい」などの記述が見られた。このことから、習
熟度別少人数指導の進め方や授業づくりの留意点等の理
解を深めさせることができたと考える。
●  「指導案の分析結果」から、学力向上支援教員が単
独で学習指導を実施している学校は９校である。小学校
の半数は依然としてＴＴの形態をとっている場　合が多
い。少人数指導の展開が進まない要因としては、経験の
浅い講師が学習指導力を十分に身に付けておらず、Ｔ２
としての役割が多いためと推測する。
【次年度への改善点】
□　次年度は、分割の根拠を明確にした少人数指導の形
態をとるよう、授業者に依頼するとともに、５校時に授
業を行うことにより、協議の時間を確保し、他校との情
報交換が十分に行えるようにする。
□　学力向上支援教員の学習指導力向上に係る研修を設
ける必要がある。

11
小学生校の先生のための楽しい英
語活動づくり講座

3年間で小
学校全教
員
H18：69名

○　参加者へのアンケートの結果によると研修内容に満
足するとともに、小学校における英語活動の意義及び担
任の役割を認識し、当初の研修の目的を達成することが
できた。
●　本市が考える英語活動について理解をする場の設定
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12 教育講演会
参加者406
名、欠席
82名

○　当日の感想は、４段階評価で「とてもよかった」が
７３．６　％、「よかった」が２５．６％であった。ま
た、別添２の「研修のまとめ」を見ると、「宗像市の重
点目標の具体的方策がわかった」「生き方の根幹にかか
わるすばらしいお話でした」等の記述が見られた。この
ことから、宗像市教育２１世紀プラン２００６の推進に
係わる宗像市教育課題調査研究員の発表及び講演によ
り、指導方法の理解や学力保障に対する使命感の涵養に
資するという目的は達成できたと考える。
●  一部の感想から、「前半の実践発表と後半の講演の
関係が見えにくいので、市の教育施策を十分に説明した
のちに、発表と講演の位置づけを明らかにしてはどう
か」という提案を受けた。
【次年度への改善点】
□　教育講演会での実践発表者の事前指導を前年度まで
に終えておくこと、当日は宗像市　の重点施策を説明し
た後に実践発表と講演を行い、講演会の意味を対象者に
十分理解させることを改善したい。また、次年度の候補
者については、市内の教職員が元気が出る人、生きがい
をもって人生を送っている人、教師を励ますことができ
る人などの観点から選出したい。

13 図書館教育担当者研修会

市内小中
学校図書
館教育担
当者及び
学校図書
司書４２
名

○　本年度より実施の「学校図書館を使った調べるコン
クール」を中心に講話や実践発表等の研修を行うこと
で、担当者が授業に関わる方法について認識を深めると
共に、情報交換により自校の取組を改善していこうとす
る実践力を高めることができた。
●　各校内での連携に較差が生じている。特に担当者の
自覚を促す必要がある。

14 人権同和教育担当者研修会
市内小中
学校担当
者２７名

○　ブロックの研修の実施報告を協議のもとの報告書作
成・発表という手順で研修を進めることで、校内での人
権・同和教育推進を見通しをもって進める必要性を認識
させ、各ブロックでの連携を充実させることができた。
●　担当者の意識の較差の解消

15 生徒指導担当者研修会

市小中学
校生徒指
導担当者
22名

○　CAPプログラムの研修、いじめの早期発見及び防止に
関する研修、中学校ブロック別に気になる児童生徒の情
報交換を実施することができ、生徒指導担当者の資質向
上に努めることができた。
○　中学校ブロック別の研修では、中学校教員が生徒指
導に関して小学校へ情報を提供し、小中学校の課題の共
有化、生徒指導への共通理解を図ることができた。
●　担当者としての意識の格差の解消
●　校区の課題に応じた研修テーマの設定

16 教育課題調査研修会
小２名
中２名

○　今年度は、福津市との共催で開催し、宗像地区教育
実践研究の表彰式と兼ねた宗像市教育課題調査研究員・
福津市教育研究所員合同研究発表会を行うことにより、
研究員と所員相互の教育実践に対する成果を共有するこ
とができたとともに、自らの実践的指導力の向上を図る
ことができた。　　　　●　指導教員による個別指導が
中心であったため、研究員・所員相互の研究推進におけ
る情報交換や研究構想立案の際の視点の共有化が図りに
くかった。　　　　　　　　　　　　　【次年度の改善
点】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の課
題を解決するために、指導主事が指導員を兼ねるのでは
なく、長研経験者等を指導担当者とし、グループ別協議
を常時行うようにする。
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17 市教委訪問
小中学校
11校

○　１学期の重点目標の達成状況の評価と２学期の改善
策に焦点化した訪問形態に変えたことにより、重点目標
との関連で教育活動の改善充実を図るための視点をもた
せることができた。
●　総花的な重点目標になっており、目標をしぼり込
み、めざす姿を焦点化、明確化できていない状況、週案
提出や教室訪問が形式的になっている状況、学校経営推
進構想が具体化できず、校内研修や日常の授業改善にお
いてリーダー性を発揮できない状況、時数管理にとどま
り、行事等の連絡調整に終始し、内容の指導ができてい
ない状況、指導方法工夫改善推進計画の不十分さや、総
合的な学習の時間の計画や内容の不十分さが目立つ状
況、学年のお世話係という意識が強く、目標達成に向け
た意図的、計画的、実践的な学年会の運営ができていな
い状況、目指す学習像のイメージがもてず、必然性に乏
しいめあての提示による学習指導が依然として見られる
状況などが依然として見られる。
【次年度の改善策】
評価規準を明確にした評価票を作成し、教育委員による
第三者評価を行い、自校の問題点と改善策をより明確に
もたせるようにする。

18 「学校の日」
全小・中
学校

○　毎月１０日を「学校の日」とし、教育活動を定期的
に公開し、保護者や地域の方々から意見を聴取する機会
を設けることにより、月平均約1000人の保護者や地域の
方々の参観者を得ることができた。特に、今年度は道
徳・学級活動の指導案や授業参観ガイドを作成し、参観
の視点を設けた学校が多く見られるようになり、学校教
育に対する保護者や地域の方々の理解や協力を得るとと
もに、信頼を高めることにつながった。
●　学校の日を保護者・地域の交流の場や参観の視点を
設け、評価機能をもたせる学校の較差が見られる。
【次年度の改善点】重点目標に基づく教育活動の改善充
実のため、学校の日を生かした事例を校長研修会等で積
極的に紹介し、啓発に努める。

19 学校教育研究協議会

小・中学
校長・教
頭会代表
者10名

○　平成１９年度以降の小中一貫教育の推進、平成１９
年度宗像市教育２１世紀プラン２００７、平成１９年度
宗像市研修事業計画書における期日、宗像市教育委員会
主催研修会等と福岡教育大学との連携構想、週指導計画
（週案）の自校化など、教育施策方針の具体化に向けた
説明・協議を年５回行うことにより、今後の教育施策に
役立てることができた。
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20 小中一貫教育推進モデル事業

日の里中
学校区・
大島中学
校区

１　教育課程の編成について
①　総合的な学習の時間
○　１．２学期に３校合同研修会の場で総合的な学習の
時間の目標・内容領域を作成するとともに、「ふるさ
と」「英語活動」「セレクト」「マイドリーム」の１学
期分の単元指導計画を作成した。３学期は「英語活動」
の単元指導計画の見直しと教具づくり、「ふるさと」の
学校間の共通単元と選択単元を明らかにしている。
●　残りの単元指導計画の作成。
②　教科・領域
○　１．２学期に３校合同教科等部会の場で、小・中の
教科等における基礎的・基本的な知識・技能の確認を
行った。３学期は、各学年の単元指導計画における評価
規準や手だてに係る見直しと、各学年で確実に身に付け
る基礎的・基本的な知識・技能を明らかにしている。
●　各教科の基礎的・基本的な知識・技能に係る目標・
内容の系統表の作成。
２　指導体制（小学校高学年からの一部教科担任制等）
○　中期を中心に兼務教員の授業や学年間の交換授業に
よる一部教科担任制を実施した。
●　次年度は、教科担任制を実施して行われる教科選定
の根拠を明らかにするとともに、教科担当者の移動等が
容易に行われる週時制の検討を行う予定
３　指導方法の工夫
○　小・中学校の目標の共通理解を踏まえ、「めあて」
と「まとめ」を生み出す学習指導に係る研修を実施し、
日常化に努めた。
●　各教科等ごとに積極的な生徒指導の機能を生かした
指導方法ガイドブック（仮称）を作成し、管理職による
教室訪問指導等の場での活用。
４　運営組織の工夫

21 市研究指定「研究発表の日」

市の重点課題解決に向けて，「確かな学力」や「豊かな
心」を育成する教科等の指導を中心に研究を進めてきた
３つの小・中学校から次の研究主題で研究発表を行っ
た。赤間小学校「特別な支援を要する子ども（ＬＤ，Ａ
ＤＨＤ，自閉的な傾向の子ども，学力が遅れがちな子ど
も）を伸ばすための学習指導方法の研究」。地島小学校
では、「本を読むことを楽しむ子どもの育成」。日の里
中学校では、「学習意欲を高め，基礎・基本の定着を図
る学習指導の研究」。また、今年度は、参観ガイド「む
なかた学びの里」を作成・配布した。これらのことによ
り、研究実践に対する成果を共有することができたとと
もに、参加者の実践的指導力の改善の視点をもたせるこ
とができた。
【次年度の改善点】
次年度の研究発表の日に際しては、「協議会方式」を設
け、授業の意味づけを行うよう検討する。

22 特別支援教育推進事業 　

○　保幼・小・中・高の連携の必要性を協議により深め
ることができた。また、コーディネーターの取組を紹介
することで、連携システム実現の方向性ができた。
●　保幼・小・中・高の連携システムの確立



研修会名 対象 評価（○成果　●課題）

平成１８年度宗像市主催研修評価 資料14

23
学校給食における学校・家庭・地
域の連携推進事業

全小中学
校児童生
徒

〇「毎日食べよう朝ごはん」をテーマに各学校で「朝ご
はんウイーク」等を実施し、朝食摂取に対する意識が児
童生徒のみならず保護者も高まった。
〇「子どもの食を考える」研究発表会開催により、地
域・家庭に子どもたちの健康な心と身体をつくることの
大切さをアピールできた。
●将来を踏まえ、平成１９年度策定予定の「宗像市食育
基本計画」に基づき、教育委員会と他課、学校、家庭、
地域が連携し、子どもが修学してからではなく、もっと
早い段階から食育の効果を享受できるようなシステムの
充実を目指していく必要がある。



とてもよいよい ふつう よくなかった計
小学校 28 74 43 11 156 小学校 47%
中学校 20 42 27 2 91 中学校 47%
全職員 48 116 70 13 247 全職員 47%

とてもよいよい ふつう よくなかった計
小学校 18% 47% 28% 7% 100%
中学校 22% 46% 30% 2%
合計 19% 47% 28% 5%
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